
実践５

訪問看護
（体調チェック、お薬の管理）

新聞屋さん
（安否確認）

地域住民・民生委員
（日頃の見守り）

訪問介護
（家事、入浴介助）

往診
（担当医による訪問での診察）

【 包括ケアシステムの事例 】

大家さん
（緊急時の連携）

薬局
（お薬の調整）

包括支援センター
（ケアマネージャーの後方支援）

状況：独居、アルツハイマー型認知症、要介護２
本人の意向：「わしは絶対に施設にはいかない！家で過ごしたい」

ケアマネ―ジャー
（サービス調整）



実践６

家族・本人

【認知症の方・ご家族・地域住民への支援体制を一部ご紹介】

介護予防教室での
認知症講話

認知症カフェでの
認知症予防講話

相談協力員さん
（ボランティアさん）への
連携を目的とした虐待講話

自治会向けの見守りの為
の認知症講話

介護者向けの家族向け介護教室

当事者の語り

人の集まるベンチで
見守りの為の認知症講話

認知症予防の為の教室
（認知症特化型教室）



実践８

【那覇市認知症ケアパス】



沖縄県内市町村 認知症ケアパス作成状況（令和４年度）



沖縄県内 認知症サポート医名簿（令和５年５月現在）



沖縄県内 認知症疾患医療センター設置状況（令和５年度）



実践１８

【那覇市の介護予防手帳】

・あなたの目標
・基本チェックリスト
・介護予防の記録
・体力測定の記録
・検診を必ず受けましょう
・血圧・体重測定等の記録
・人生の最終段階について考える
・などなど



実践２０

地域包括支援センター

・那覇医師会との定例会
・サポート医との交流会

【地域包括支援センター】

・６５歳以上の方の
総合相談窓口

・要支援１・２の方の
ケアプラン作成

・認知症カフェ
・多職種研修の実施

・認知症家族向け介護教室
・認知症講話

・認知症初期集中支援チーム
・認知症サポーター養成講座実施

・多職種と連携しながら
個別支援

介護予防教室・講話を企画し実施

地域住民と社会資源開発を
目的とした会議

居場所づくり

・ケアマネ後方支援
・多職種研修の企画

★薬剤師さんによる講話の写真です★



沖縄県内 地域包括支援センター（令和５年度）



実践２３

〈医療・介護等の支援ネットワーク構築〉
・那覇市認知症ケアパスの作成
・認知症サポート医との連携⇒認知症サポート医との意見交換会に参加

〈関係機関と連携した事業の企画・調整〉
・天久台病院と『認知症と精神疾患を有する方への支援について』と言うテーマで
多職種研修を実施。
・家族向け介護教室の実施⇒令和４年度施設見学を実施。

〈相談支援・支援体制構築〉
・事例：認知症疑い。飲酒運転を繰り返し警察に捕まる。ご家族も支援に限界。
⇒知人から包括にご相談があり支援介入。警察と病院と連携し、サマリヤ人病院へ
の入院調整。入院中に介護保険申請、生活保護申請。同時に成年後見制度も申し立
て行う。現在は、アルツハイマー型認知症の診断を受け、施設で安心し生活されて
います。

【認知症地域支援推進員～実際の活動～】



沖縄県内 認知症地域支援推進員配置状況（令和４年度）



沖縄県内 認知症カフェ設置状況（令和４年度）



実践２６

昨年度は、
「すこやか薬局宮城店」
「すこやか薬局小禄店」
「すこやか薬局田原店」
に実施しました。

【認知症サポーター養成講座】

受講後は、認知症について正しい知識と理解を
もった薬剤師さんとし地域で活躍しています。



沖縄県市町村別サポーター人数

令和5年6月末現在



実践３１

【A（アドバンス）C(ケア)P(プランニング)】

□できるだけ長く生きることを優先した治療を受けたい

□できるだけ長く生きることを優先した治療を受けたいが、
つらい検査・治療が必要なら医療関係者とよく相談したい

□検査で病気は知りたいが、つらい検査・治療を受けて長
く生きることより、負担のない治療や苦しさを減らす為の
治療を受けたい

□治る見込みがないと先生
が判断したら、病気がわかる
検査や長く生きることより、
苦しさを減らす為の治療を
自宅や施設で受けたい

認知症カフェ
もしバナカードを実施



実践３２

・自治会や認知症カフェ等で講話実施
・地域向けにパネル展実施
・個別でパンフレットを投函
・個別相談で本人、ご家族へ
制度説明
・専門職（ケアマネさん等）
へ制度の説明を行い、制度の
周知を図る

【成年後見制度の利用促進】



実践３３

【消費者被害防止としての取り組み】

・個別でチラシを配布
・認知症カフェで講話
・相談協力員（ボランティア）さん、
民生委員さん向けに連携を目的とした
講話
・個別相談での対応

８月に警察署が認知症カフェで講話



若年性認知症の相談・支援





沖縄県内 高齢者虐待の状況

①沖縄県においても、2015年度以降、高齢
者虐待件数が増加傾向にあるが2021年に関
しては、前年度より10件減少した。

②虐待の種類では、身体的虐待と心理的虐待
が多くなっている。

③被虐待者からみた虐待者の続柄では、「息
子」がもっとも多く、次いで「夫」が多く
なっている。

①虐待判断件数の推移

②高齢者虐待の種類の割合（令和３年度） ③被虐待者からみた虐待者の続柄（令和３年度）



実践４０

【包括高良のこれからの取り組みを一部ご紹介】

〈本人・家族・地域向け〉
・認知症があっても役割を持ち活躍することができる場として、
フロンティアゆいさんと新しい認知症カフェの立ち上げに向けて
企画中。また、家族の居場所にもなり、地域の人が認知症について
理解する場にもなるよう内容を練っている。

〈家族向け〉
・在宅で安心し生活していく為のサービスとは？をテーマに
家族向け介護教室を企画中。訪問診療や精神訪問看護について説明
していく予定。
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